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一番大事なのは
「すぐれた技

ぎ

術
じゅつ

」と
「環

か ん

境
きょう

と調和したくらし方」、そして
「わたしたちの工

く

夫
ふ う

」だ！
今、日本はこれまでの技術力をいかして

新しい社会「低
て い

炭
た ん

素
そ

社会」を
作ろうとしているよ。
そして技術だけではなく、

わたしたち一人一人がものを大切にし、
自
し

然
ぜ ん

と共
きょう

生
せ い

したゆたかな国を
作っていこうという心も

大切だね。
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　わたしたちのくらしに欠かせないエネル
ギー。
　エネルギー資

し

源
げん

をめぐる問題や地球環
かんきょう

境
問題を解

かい

決
けつ

しつつ、持続可能な社会を実
じつ

現
げん

するために、日本はどのように取り組んで
いったらよいのだろうか？

かんたんに解
かい

決
けつ

する方法はないけど
みんなが新しい社会を作ろう !と
行動するのが大切だね。

◎電気の需要と供給のイメージ（5月の晴れた日など電気の需要が少ない日）

（出所）資源エネルギー庁作成
朝 昼 夜

発
電
出
力

電力需要

抑制

抑制
た
き
増
し

た
き
増
し

火力発電
（LNG・石油等）

火力発電の抑制

太陽光発電の抑制太陽光発電の抑制

太陽光

ベースロード電源
（水力、原子力、地熱、石炭火力など）

じゅ　よう　　　きょうきゅう

ま

でんげん

よくせい

エネルギーミックスを考えよう
　さまざまなエネルギー資

し

源
げん

や発電方法をもっ
とも適

てき

したバランスになるよう組み合わせるこ
とをエネルギーミックスという。エネルギーミッ
クスを考えるとき、日本では「3E＋S」の視

し

点
てん

から組み合わせている。

の頭文字から取ったものだ。
　これからのエネルギーミックスは再生可

か

能
のう

エ
ネルギーの割

わり

合
あい

を今の倍に増
ふ

やすよう目標がた
てられている。

※パーセントは小数点以下を四捨五入しているため、合計しても100にならない。
（出所）資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」「長期エネルギー需給見通し」を基に作成

2030年度（目標）2016年度

太陽光、
風力、

バイオマス、
地熱、

7%

太陽光、
風力、
バイオマス、
地熱、
13.2～14.8%
程度

水力　8%

原子力
2%

天然ガス
42%

石炭
32%

石油　9%

水力
8.8～9.2%程度

原子力
20～22%
程度

天然ガス
27%程度

石炭
26%程度

石油　3%程度

◎発電用エネルギー資源の目標

※エネルギー起源二酸化炭素排出量。
（出所）資源エネルギー庁「長期エネルギー需給見通し」を基に作成
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◎日本の二酸化炭素排出量の変化と目標
に　さん　か　たん　そ　はいしゅつりょう

わたしたちの
くらしや社会は
エネルギーで
なりたっている

電気は
欠かすことの
できない

エネルギーだ

化石燃料は
未来のために
大切に使おう

地球温
おん

暖
だん

化
か

を
くい止めるために
今すぐ取り組みを

これらの課題に対して
どのようにしたらいいかな？
みんなも考えてみよう。

エネルギー自
じきゅうりつ

給率の
低い日本は

化
か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

を世界中から
輸
ゆ

入
にゅう

している

日本の
未来について
考えよう！

　エネルギー資
し

源
げん

や発電方法
には、それぞれ長所と短所が
ある。環

かんきょう

境に影
えいきょう

響をあたえず、
適
てきせつ

切な値
ね

段
だん

でエネルギーを安
定して使い続けるためには、
ひとつのエネルギーにたよる
ことはできない。
　日本では、いろいろな発電
方法の長所を組み合わせてバ
ランスのとれた構

こう

成
せい

になるよ
う工夫している。

◆この副教材で学んだこと思い出そう

みんなもよりよい
「エネルギーミックス案」を
考えてみよう！

「3E＋S」　 とは、

Energy Security＝エネルギーの安定供給
Economy＝経

けい

済
ざい

性
せい

Environmental＝環境
そしてもっとも大事なSafety＝安全性

『これからのエネルギーはどうなるの？』
資源エネルギー庁

動画へ GO!
『みんなで一緒に働くお話』
電気事業連合会

動画へ GO!

➡人類の将来にわたる発展と自然との調和を図るために、持続可能な社会の実現に向
けて生活の工夫をする。
➡限りあるエネルギー資源を有効に使うために、日本がさまざまな取り組みを行って
いることを理解する。

➡日本ではひとつのエネルギーに偏ることなくエネルギー源の多様化に取り組んでいる。
➡電気を安定して送るために、いろいろな発電方式を組み合わせて量を調節している。

5・6年　家庭科　環境に配慮した生活
6年　社会科　グローバル化する世界と日本の役割
6年　社会科　我が国の政治の働き
6年　理　科　電気の利用
6年　理　科　生物と環境

地球温暖化ってなんだろう？（44～45ページ）
地球温暖化をふせごう！（46～47ページ）

学習のねらい

指導上の
ポイント

関連する単元

関連ページ

■エネルギー基本計画とは
　エネルギー基本計画は、エネルギーの需給に関す
る政策について中長期的な基本方針を示すもので、
エネルギー政策基本法に基づき3年ごとに見直しな
がら政府が策定しているものである。
　2018年7月に発表された「第5次エネルギー基
本計画」はこれまでの基本計画をさらに発展させ、
2030年、さらに2050年を見据えたエネルギー政
策の基本方針を示している。

【基本的な視点】
　エネルギーはくらしや産業活動を支える基盤であ
る。安定した価格で安定的にエネルギーを供給でき
なくなれば、生活や経済は大きな影響を受ける。し
かし、日本のエネルギー需給構造は脆弱性を抱えて
おり、特に震災後に直面している課題を克服してい
くためには、エネルギー需給構造の改革を大胆に進
めていくことが不可避となっている。
　日本のエネルギー政策は「3E+S」を基本的な視
点とし、最大限の取り組みをおこなうこととしている。

【エネルギーミックスの方向性】
　「エネルギーミックス」 とは 電気の安定供給を図
るため、火力や水力、原子力、再生可能エネルギー
など多様なエネルギー源をそれぞれの特性を踏まえ、
現実的かつバランスの取れた電源構成に最適化する
ことをいう。第5次エネルギー基本計画エネルギー
ミックスの実現に向け、取り組みの強化が図られた。
　さらには日本が長期的目標としている「2050年
までに温室効果ガスを80％削減する」という高い
目標の達成に向けて「エネルギー転換」を図り、「脱
炭素化」への挑戦を進めていこうという方向性も示
されている。

位置づけ 2030年
目標 2030年に向けた政策の方向性 2050年に向けた政策の方向性

再生可能
エネルギー

重要な低炭素の
国産エネルギー源

電源構成比
22～24％

主力電源とするため低コスト化、電力
を電力系統に流す時に発生する「系統
制約」の克服、不安定な太陽光発電な
どの出力をカバーするための「調整力」
の確保に取り組む。

経済的に自立し「脱炭素化」した主力
電源化をめざす。

原子力発電 重要な
ベースロード電源

電源構成比
20～22％

依存度をできるかぎり低減するという
方針の下、安全最優先の再稼動や使用
済燃料対策など、必要な対応を着実に
進める。

今のところ実用段階にある「脱炭素化」
の選択肢のひとつであるが、社会的信
頼の回復が不可欠。人材・技術・産業
基盤の強化、安全性・経済性・機動性
にすぐれた原子炉の追求、バックエン
ド問題の解決に向けた技術開発を進め
ていく。

化石燃料

石油 ピーク電源及び
調整電源

電源構成比
56％

日本企業による燃料の自主開発の促進
を進める。また、高効率火力発電の有
効活用に取り組む。加えて、災害リス
クへの対応強化を図る。

エネルギー転換の過渡期においては、
主力エネルギー源として必要であるた
め、資源外交を強化する。一方、より
クリーンなガス利用にシフトし、非効
率な石炭火力発電はフェードアウトさ
せる。

石炭 重要な
ベースロード電源

天然
ガス

ミドル電源の
中心的な役割

省エネルギー、他
実質エネル
ギー効率
35％減

「改正省エネ法」や支援策を一体とし
て実施することで、徹底した省エネを
進める。

各分野の技術革新をおこなうことで省
エネを進める。脱炭素化に挑戦するた
め、水素や蓄電池などの技術開発も進
める。また「分散型エネルギーシステ
ム」の構築と、それによる地域開発を
推進する。

安全性が大前提

自給率
（Energy Security）

震災前（約20%）を
さらに上回る

おおむね25%程度

経済効率性
（Economic
Efficiency）

電力コストを
現状よりも
引き下げる

温室効果ガス
排出量

（Environment）

欧米に遜色ない
温室効果ガス
削減目標

安全性（Safety）

3E＋Sと政策目標

エネルギーミックスの方向性

（出所）資源エネルギー庁

『これからのエネルギーは
どうなるの？』経済産業省

動画へ GO!

『みんなで一緒に働くお話』
電気事業連合会

動画へ GO!

https://www.youtube.com/watch?v=P_l0odC2-lA
https://www.youtube.com/watch?v=W4f3yAtgJ3Q



